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受講のてびき

• 本資料は作成者の解釈が含まれます. 答えのない議論があります 

• 前半：本日のテーマ紹介と座学 

• 後半：テーマを深める談義・質問・考察 

• 気になることをメモをしながら受講してください
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資料の見方

テーマに沿った項目 

（座学で説明します）

左の内容に関連した 
補足キーワード 

(調べ物に役立ててください)
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テーマ

‣ メディアは各個の思考を協働し, 社会へ連携する
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今回の領域
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16c 
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現代 
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20c 
工業社会

メディア史

美術思想史

思想・哲学

美のメディア論



メディアとは1 - 諸説
‣ 一般的なメディア 

‣ 媒体そのもの. マスメディア, 記録媒体など 

‣ メディアはメッセージである (マクルーハン) 
‣ メディアは寄せ鍋である (近藤) 

‣  媒体だけでなく, 媒介する内容や関係性に注目 

‣ メディエーション宣言 (ドゥブレ) 

‣ 媒介技術が主で人間を左右する

関連キーワード 
- マーシャル・マクルーハン「メディア論」 
- グローバル・ヴィレッジ 
- メディアは身体の拡張 
- 近藤邦雄 
- レイ・ブラッドベリ「華氏451度」 
- ドゥルーズ, ガタリ, ドゥブレ 
- 言語論的転回, メディオロジー的転回 
- マルティン・ルター 
- グーテンベルクの活版印刷技術 
- 印刷と出版 
- インターネット技術 
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メディアとは2 - CreAppのメディア

‣ メディアはメッセージを伝えうる (渡邉) 

‣ 受発信で思考を外部につなげる状態になること 

‣ メディア化 ⇔ 非メディア化 

‣ 常にメディアなものはない, 状況で変化する 

‣ メディア化の推進 

‣ 思考のつなぎをつくる力 (メディア学部の本質)

関連キーワード 
- メディア学 
- 相磯秀夫 
- 東京工科大学メディア学部 
- メディア論 
- ディジタル・マクルーハン 
- メディア・リテラシー 
- 口承メディア, 文字メディア, 画像メディア 
- マルチモーダルコミュニケーション 
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メディアとは3 - 思考をつなぐ試行錯誤
‣ メディアは個人の思考をつなぐ 

‣ 情報・知識・思考の共有, 更新, 融合 

‣ 思考が刺激され新たな試行錯誤が発生 

‣ 協働技能・連携技能を培う 

‣ 試行錯誤をメディア化する → メディア表現 

‣ 課題 

‣ メディア化は容易ではない 
‣ つなぐべきではない場合のみきわめが難しい

関連キーワード 
- 文理芸融合 
- メディア表現 
- コミュニケーション学 
- 情報・知識・思考・知恵 
- 「三人寄れば文殊の知恵」 
- イスラムの解釈学 
- ブラフマー・グプタ 
- ユークリッド幾何学 
- フワーリズミー代数学 
- 谷山・志村予想 
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思考をつなぐ1 - 主観と客観
関連キーワード 
- デカルト,「我思うゆえに我あり」 
- 神の存在証明 
- カント, ヘーゲル, 認識論的転回 
- ニーチェ 
- 本質と認識 
- フッサール, 現象学, 還元 
- マルクス・ガブリエル, 意味の場 
- 色即是空, 空即是色 
- 梵我一如 
- 主客不可分 
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‣ 個の強化と主客の分離 
‣ 主観 - 個人のものの見方・個人の思考領域 
‣ 客観 - 主観以外の領域

主観A 主観B

客観B
客観A

メディア



思考をつなぐ2 - 個・社会・世界
‣ 近現代の思考 : 個・社会・世界が分離 

‣ 個の思考をメディア化して社会につなぐ必要性

関連キーワード 
- 産業革命 
- レヴィ=ストロース, 言語論的転回 
- 共同体, コミュニティ 
- ゲマインシャフト, ゲゼルシャフト 
- クァンタン・メイヤスー, 思弁的実在論 
- マルクス・ガブリエル, 新実在論 
- レン・マスターマン, メディアリテラシー 
- 東浩紀 
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主観A

主観B

主観C

主観D

主観E

社会A 社会B
世界?



メディアは各個の思考を協働し, 社会へ連携する

‣ 個々と社会の関係を再考察 

‣ 分断された個・社会・世界の再結合 

‣ 個の試行錯誤を社会につなげるには？ 

‣ 試行錯誤の出力(表現)のメディア化 

‣ 自分で考え, 他人の考えを聴き, つなぐ力が肝要 
‣ コミュ力とは異なるメディア化の力を養う
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メディアApp開発2 - 構想の外化と精錬
‣ 他者に開発構想を伝えて外部向けの意義を強化する 

‣ 主観が客観側にどう捉えられるかを知るのは重要 

‣ 出力による開発構想の明確化 

‣ 実践 

‣ 主観イメージをテキストや図に出力する (アイデアスケッチ) 

‣ 外部に説明して意見をもらう (フィードバック) 

‣ 意見を取り込み構想を更新する (アップデート) 

‣ 再出力 (フィードバックループ)
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本日の談義・考察一助

a. メディア化促進の大事なポイントはなんだろうか 

b. 個々の思考をつなぐ時の課題と対策を検討したい 

c. 表現とは試行錯誤の出力である. 創作とメディアの関係を整理したい 

d. 上記に限らず, 自由に質問・問題提起・雑談をしてほしい

13



次回予定

‣ メディアサイクル - 場, 表現, 創発 そして 場
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